
教育委員会では、子どもたちの学力の定着状況をしっかりと把握するために、今年度、

大田区独自に学習効果測定を全区立小・中学校で実施しました。東京都教育委員会「児

童・生徒の学力向上を図る調査」は小学５年生と中学２年生を対象としていますが、大

田区学習効果測定では小学４年生から中学３年生に対象を拡大しています。また実施時

期を５月とし、前年の学習内容の基礎的・基本的事項の定着状況をより早く、的確に把

握・検証し、２学期からの授業に反映できるようにしています。

今号では、授業改善リーダーが調査結果を詳細に分析し、課題を明らかにした上で、

その解消を図るための具体的な授業改善案として作成した「授業改善のポイント」から、

各教科の特に課題のある領域や観点を中心に内容の一部を紹介します。

問合先 指導室指導主事 ＴＥＬ ５７４４－１４３５ ＦＡＸ ５７４４－１６６５

大田区全体の結果は右表のとおりです。

表２の数値は、問題ごとに正答できる

ことを期待した点数の合計を上回った児

童・生徒の割合を示しています。小学生

はおよそ７割以上の児童が、中学生はお

よそ５割以上の生徒が期待正解率を上回

る結果となりました。

【小学校】 【中学校】

英語 「書くこと」 対策 指書きしながら発音することや単
語小テストの実施により、音と文字
の結びつきを理解します。基本文の
暗記、リスニングテストと合わせた
基本文の書き取りテストなどを行い
ます。

課題 書くことにおける正
答率を問題ごとに比較
すると、文の構成要素
が増えるに従って正答
率が低下している傾向
が見られます。

理科 「観察・実験の
技能・表現」

対策 授業での観察や実験の内容と、日
常生活の関連性について理解させ、
「何のために観察・実験を行ってい
るのか」という目的意識をもって、
積極的に取り組む姿勢を作ります。
実験・観察器具の仕組みや使い方を
指導し、使用させた後でその評価を
実施します。

課題 観察・実験などで得
た経験が、知識となっ
て定着しきれていない
ことがうかがわれま
す。

数学 「図形」 対策 黒板で問題を解く、考え方を説明
するなどの活動を増やし、結果だけ
にこだわらずに、問題を解決する過
程を大切にし、いろいろな表現の仕
方や処理の方法があることを理解す
るよう指導します。

課題 図形では、筋道をた
てて説明する力や文章
の中から関係や条件を
読み取る力が不十分で
す。

国語 「言語事項」 対策 単語の意味をとらえる学習を強化
していきます。漢字については、読
めるが書けない現状から、意味の理
解と結びつけた漢字指導を行いま
す。

課題 漢字を読む力はある
程度ついていますが、

ご

書く力が弱いです。語
い

彙の数が少なく、言葉
の意味を理解しようと
する意識が不足してい
ます。

社会 「歴史的分野」 対策 歴史新聞の作成を通して、各時代
の政治や社会の動き・生活文化・国
際関係（日本との対外関係）などの
項目をまとめ、他の時代との相違点
や共通点を考えます。さまざまな歴
史資料（絵図も含めた）を読み取り
考察します。読み取ったことを自分
の言葉やレポートで表現したりする
活動を課題学習として取り組むよう
指導します。

課題 １学年、２学年とも
古代についての理解が
課題です。近現代の日
本と世界においても課
題が残ります。

国語 「読むこと」

ひ ゆ

対策 文学的な文章を読むときは、比喩
表現で表されている場面を適切にと
らえます。説明的な文章では、事実
と感想との違いを押さえながらしっ
かり読み取ります。また、文と文と
のつながりや指示語の指す語句につ
いても正確にとらえられるように指
導します。

課題 文学的な文章では、
場面の情景を想像しな
がら読み取ること、説
明的な文章では、目的
に応じて細かい点に注
意して読むことが不十
分です。

社会 「知識・理解」 対策 問題解決学習の際、ただ調べてノ
ートに写すだけで終わっていない
か、一つ一つの内容（事実）の意味
を児童が理解できているかを確かめ
ます。そのために、ワークシートを
工夫し、理解するべき内容をおさえ
たり、調べたことを発表する活動を
設けたりして、知識・理解の確実な
定着を図ります。

課題 社会事象についての
知識・理解が不十分で
す。

算数 「数量関係」 対策 割合では、何を求めるのかをはっ
きりとらえ、基準とする量を１と見
たとき、求める量がどれだけかをと
らえます。その際、数直線の書き方
を十分指導し、数直線を書くことに
よりその関係を視覚的にとらえ解決
の糸口となるようにします。割合の
意味を十分に理解した上で、帯グラ
フや円グラフについて考察する機会
も多く取り入れます。

課題 帯グラフを見て読ん
で割合にあたる量を求
めることや割合の理解
が不十分です。

理科 「実験・観察の
技能・表現」

対策 観察するだけで終わらず、分かっ
たことや考えたことを記述します。
話の仕方の活用など、自分の考えを
記述しやすい方法を考案するよう指
導します。

課題 実験・観察の技能・
表現の理解がやや低い
傾向が見られます。

〔表１〕正答できることを期待した点数

小学校 中学校
４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

国語 ７３．２ ７１．０ ７１．０ ７２．８ ７４．０ ７１．６
社会 ７１．９ ７１．０ ６９．２ ６８．３ ７０．７ ６６．３

算数・数学 ７４．９ ７４．６ ７３．７ ７５．０ ６５．０ ６５．０
理科 ７６．７ ７１．０ ７０．６ ６９．３ ６３．３ ６４．１
英語 ７４．４ ６５．９

〔表２〕正答できることを期待した点数に達した児童・生徒の割合

小学校 中学校
４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年

国語 ６９．１％７３．３％７４．３％７１．５％６０．１％５６．７％
社会 ７９．０％８４．８％６９．４％５４．４％４２．１％４０．６％

算数・数学８０．０％７９．５％７６．６％７２．８％５６．８％５８．３％
理科 ７１．４％６５．８％７２．９％６１．５％４４．８％４２．２％
英語 ６６．７％５４．９％

授業改善のポイント

調査結果

大田区学習効果測定の調査結果について

子どもたちの学力向上のために、 教員の授業力向上に取り組みます。

＊授業改善リーダーとは、教科としての専門性を有する教員で、小学校４教科、中

学校５教科から各４名ずつ計３６名を教育委員会が指名しています。主な活動は、大

田区学習効果測定などの結果に基づき、授業改善のポイントを作成するとともに、

それに基づいた授業実践など、大田区の教員の中心となり授業力向上のための取り

組みを行っています。

第９７号 １面 大田区学習効果測定の調査結果
２・３面 教育長と授業改善リーダー

との懇談会
４面 小学校教科用図書採択の結果

区民スポーツまつりの開催など平成２０年（２００８年）
１０月１日発行

８月４日（月）に授業改善セミナーを開催し、授業改善リーダー
が参加した１９７名の教員に授業改善のポイントを解説しました。
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子子どどももたたちちにに基基礎礎的的・・基基本本的的なな学学力力をを
定定着着ささせせるるたためめににはは

（教育長）

東京都教育委員会が実施する児童・生徒の学力向上を図

る調査で、ここ数年、大田区は下位グループに位置してい

ます。その原因の１つとして、小学校の段階での基礎的・

基本的な学力が定着していないのではないか。また、中学

校の段階で学習についていけなくなってしまっているの

は、小学校で身につけるべき学力が定着していないためで

はないかと思っています。

今回実施した学習効果測定の分析結果やみなさんの教員

としての見識、そして経験の中から、教科ごとの学力向上

のポイントをお話しいただけますか。

国 語 御園中学校 松井 圭一先生

清水窪小学校 鈴木 伸作先生

国語の基礎は漢字と言葉の習得

です。

漢字を習得するには、反復練習

が大切です。そして、言葉の習得

には、漢字や言葉の意味を的確に

とらえられることが必要です。そのためには、日常的に国

語辞典を活用した学習が大切となります。漢字や言葉をし
ご い

っかりと習得し、語彙を広げることにより、子どもたちの

読解力・文章力・話す力・聞く力を向上させることができ

ます。

大田区では５年前から漢字検定を実施しています。子ど

もたちも漢字検定をかなり意識して学習していますので、

子どもたちの漢字習得へのモチベーションを上げる手段と

なっていると思います。

算数／数学 雪谷中学校 久須美 章先生

萩中小学校 梨澤 百合子先生

算数では、子どもたちの考える力を

育てる問題解決学習を取り入れた指導

が重要だと考えています。また、子ど

もたちの計算力を向上させるには、答

えを求めるための途中経過を大切に指

導し、計算問題を反復練習することが大切です。

今回の学習効果測定の結果を見ると、問題が長いほど文

章が読みこなせず、問題解決意欲が低下していく傾向が見

られました。このことについて詳しく分析をしてみると、

朝読書が定着している学校の子どもほど長文の問題に取り

組もうとしている傾向があることがわかりました。算数・

数学の立場からも、朝読書の活動が学力向上を図る上で、

有効であると思っています。

社 会 羽田中学校 菅 善蔵先生

出雲小学校 山田 薫先生

社会では、教科書に出ている重要

用語をきちんと理解し、確実に身に

つけさせることが基本となります。

そのためには、なぜ重要なのかを説

明し、語句を反復練習させることが

大切です。また、地理では、地図や地球儀を活用した授業

を行い、その都度、生徒に確認させるという地道な取り組

みが必要です。

統計資料、歴史資料は、資料を読み取り、その資料の背

景や意図するところを分からせる授業を行うことです。そ

して、自分の考えをまとめ、言葉やレポートなどで表現さ

せる活動も重要です。

理 科 大森第六中学校 吉野 俊一先生

田園調布小学校 阿部 容大先生

今回の学習効果測定の結果では、

中学１年生と中学２年生に大きな差

が出ています。これは、前年の学習

内容を調査しているためです。小学

校と中学校では学習内容が質的に違

い、中学校の段階になると理科的概念や数字を使って推論

することなどが求められるようになります。この結果には、

大田区の中学生はこの部分が非常に苦手であるということ

が現れているということです。そして、学習内容の質的な

違いを踏まえ、小学校と中学校が連携を図り、学習の円滑

な接続をどのようにしていくのかがこれからの研究課題に

なると考えています。

次に、やはり問題解決能力をどのように育てていくかが

重要です。そのためには、さまざまな体験学習を通して、

子どもたちに「不思議だなぁ」「どうしてだろう？」と実

感させ、興味・関心を高めていくことが大事であり、その

ための環境整備も必要と考えます。また、理科を身近な生

活と結びつけて考える力を育てることも大切と考えます。

英 語 大森第二中学校 早川 裕之先生

今回の学習効果測定の結果では、

英文で答えるなど、英語を書くとい

う設問で期待正答率と大きな差が出

ました。これは単語や文法的な知識

が足りず、英語で答えられないから

です。

他の教科も同じだと思いますが、基本的な部分をしっか

りと定着させていかないと英語の苦手な生徒は授業につい

て行けなくなり、やる気も起こらないという状況になって

しまいます。そのためには、まず、自分で勉強をする方法

を子どもたちに教えるということがポイントになると思っ

ています。

自自分分でで勉勉強強ををすするる方方法法をを習習得得すするるここととはは、、
生生ききてていいくく上上でで非非常常にに重重要要ななこことと

（教育長）

すべての教科で、国語力、特に読解力が弱いという指摘

がありました。これは、本当に大きな課題だと思います。

そして、学習のポイントとして反復練習が大切という話も

共通して出てきました。最後に自分で勉強をする方法の習

得というポイントをあげられた先生もいました。

小・中学校、それぞれの段階で、発達に応じ、自分で勉

強する方法を身につけ、家庭学習として予習・復習を行う

ことは極めて大事なことだと思います。そして、自分で勉

強する方法の習得は、生涯にわたり自己啓発を図る上で、

また問題解決の具体的な方法と絡めて生きるために必須で

あると思います。

家庭学習について、意見や提案、具体的な事例があった

ら教えていただけますか。

（山田先生）

私は家庭学習が重要と考え、子どもたちに毎日宿題を出

しています。最初は宿題をするのが大変だった子も続ける

ことによって慣れてきます。また、続けることによって学

習意欲も出てくると思っています。しかし、保護者にもい

ろいろな考えの方がいます。子どもの教育に関心のある方

も、あまりない方もいます。宿題についても同じです。

保護者に子どもの教育に興味をもっていただく、子ども

たちに自信をもたせる、家庭学習をフォローするというよ

うな部分で、学校として地域力を活用していく仕組みをつ

くっていくことが必要かと思います。

（鈴木先生）

家庭学習を定着させる上で家庭との連携は大事です。清

水窪小学校では保護者会や学級通信などで、「こんな宿題

を出します」ということを保護者に知らせています。

また、子どもの家庭学習へのモチベーションを上げるた

めには、学習の振り返りが必要です。定期的に小テストを

実施し、「できた」という喜びや達成感を味わう経験を子

どもに少しでもさせたいと思っています。やはり学力の定

着には個人差がありますので、フォローが必要な子には十

分に声をかけをする必要がでてきます。そういう子どもた

ちにも「がんばったね」という教員の一言がモチベーショ

ンを高めていくきっかけになると思います。

（梨澤先生）

私も宿題は出していますし、家庭学習も必要だと思いま

すが、学校で朝学習や朝読書など授業以外の工夫をしてい

くことも学力を向上させる上で効果的だと思います。

萩中小学校では、１学期から６年生で補習を始めました。

私たち教員も放課後は会議などがあり忙しいのですが、校

長や副校長、仲間の教員の協力も得て行っています。算数

の場合は習熟度別少人数学習も行っていますが、学力の定

着状況には個人差がありますので、もっと一人ひとりの状

況に合わせて、向き合っていく指導ができるようになれば

と感じます。

算数の習熟度別少人数授業（萩中小学校）

（教育長）

ほかに、何か学校で取り組んでいることはありませんか。

（菅先生）

羽田中学校では、学習の手引きを作成し、生徒・保護者

に配布しています。手引きには、授業の進め方・持ち物・

家庭学習の方法・学習の到達目標などを具体的に教科ごと

に書いてあります。昨年度は学年ごとに作成しましたが、

今年度からは中学校３年間を見通せることをねらって１冊

にまとめました。教員がこの手引きを基に生徒に指導する

のはもちろんのこと、保護者には保護者会で説明をし、学

校での教育活動やお子さんの学習状況に関心をもっていた

だけるよう働きかけています。

（阿部先生）

学校では、思考力や学習意欲・問題解決能力を向上させ

ることを中心に指導していますが、テストで点数を採るた

めの勉強は少し違う気がします。例えば、塾でやっている

ようなスキル形式のペーパーテストを取り入れると、個人

的には学習効果測定の結果は上がると思います。

しかし、本来の意味での科学的思考力を高めるには、ス

キル形式の学習だけでは育ちません。自然体験や直接体験

をする機会をたくさん与え、その中で問題を見い出し、自

分の力で問題解決をしていける学習過程を定着させること

が大切です。このような研究を進めていくことが私自身、

また理科部の研究課題となっていくのではと思っていま

す。

（梨澤先生）

学力向上のためには、学習指導以前に生活指導・学級経

営がすごく大切だと思っています。子どもたちが落ち着い

た状況で授業を受けることができなければ、基礎的な学力

は定着させられません。また教員が日々生活指導に追われ

ているような状況では授業は成り立ちません。

学習指導もそうですが、特に生活指導では、教員の共通

理解・共通実践が必要です。また同じように保護者にも働

きかけをしていくことが必要です。

また、いま学校には新採教員の配置が増えていますので、

若い教員の指導力・授業力を育てることも重要です。若い

教員は意欲も向上心も持っています。具体的に「こうやり

ましょう。」「共通実践しましょう。」とお願いすると一

生懸命に取り組んでくれます。

（早川先生）

子どもたちは、教員の指導の違いや迷いなどをよく見て

感じとっています。そのためにも教員相互のコミュニケー

ションや共通理解・共通実践というのは大切だと私も思い

ます。特に若い教員にとっては、具体的な対応方法などの

助言や共通理解を深める場や雰囲気、共通実践しましょう

という教員のまとまりは心強いと思います。

また、中学校では、１日中生活指導に追われるような場

合も出てきます。最近は、教育委員会から生活指導支援員が

派遣されるようになり、教員としては助かっています。生

活指導に追われる中でも、少し冷静になれる時間が持てる

と教員自身ががんばることもできるようになりますし、平

常心を保って指導にあたることができるようになります。

ま と め
学力向上のためには、

「教員の授業力＋子どもたちの学習意欲」が必要

私は、子どもたちが意欲をもって学習に取り組む姿

勢と教員の授業力があいまって、学力は向上していく

と考えています。

子どもたちの学習意欲を高めるには、内発的な動機

を育てることが重要です。そのためには、子どもたち

の興味・関心を高め、「勉強は楽しいな」という気持

ちを育てる必要があります。先程、達成感を味わう経

験という話がありました。子どもたちが自己肯定感や

達成感をもつのは、学習意欲を高める上でとても大切

なことです。

また教員の授業力の面では、いわゆる団塊の世代の

大量退職に伴い、学校現場に新採教員の配置が増えて

います。教育委員会としても、研修などを通して授業

力・指導力の向上に努めていますが、やはり日々現場

で先輩教員が適切に指導していくことが１番の力にな

ります。そして、教員自らが自己研鑽・相互研鑽に励

む姿勢が子どもたちを刺激することと思います。

学力定着を図るためには、

「問題解決能力＋反復学習」が重要

なぜこういう結果になるのかという思考の積み重ね

で論理的な問題解決能力を養うことは必要ですが、私

は反復学習の量が学力の定着を図る上で大きなポイン

トになると考えています。

授業の中で反復学習を行うには限界があります。教

員は宿題を出すことによって、反復学習の機会を確保

し、自発的に家庭で予習・復習が行えるようになって

ほしいと働きかけているのだと思います。例えば、毎

日３０分の家庭学習を１年間続けると１８０時間、小学校

６年間では１，０００時間にもなります。少ない時間でも、

毎日持続することによって大きな時間になり、この反

復学習の取り組み時間の差は基礎学力の差となってき

ます。子どもたちの学力は一律ではないという話もあ

りましたが、自己学習の仕方を習得しているか、家庭

学習を行っているかが違いとなって現れているのでは

ないかとも考えています。

子どもたちの学習環境を整えるためには、

「学校＋地域力」で地域全体での

教育支援体制が必要

すべての子どもたちが同一の家庭環境・学習環境で

勉強をしているわけではありません。そして、学力に

も個人差があるとなれば一律・一般的な学力向上策を

講じても効果はでません。個々の学校、一人ひとりの

児童・生徒の状況を勘案して対応をしていくことが必

要です。また、一生懸命に勉強を続けてきた子どもで

も学習意欲が低下することも、挫折を味わうこともあ

ります。最近ではニートなどと呼ばれ、勉強をしなく

なってしまったり、社会にかかわろうとする力がもて

なくなってしまったりする若者もおり、そういう問題

への対応も小・中学校の段階から必要になっていま

す。そうなると学校だけの力では、対応が難しいとこ

ろがあります。

羽田中学校では、学習の手引きを通して保護者に学

校教育に関心をもってもらおうとしている。萩中小学

校では、共通理解・共通実践ということで保護者へ働

きかけを行っているという報告がありました。ほかの

学校でもいろいろな取り組みを行っていると思いま

す。

私は、子どもたちの学力向上や学力格差の是正とい

う問題は、家庭や地域との連携なくしては解決できな

いと考えています。もちろん、生活指導や子どもたち

の社会性を育む活動も同じですが、保護者や地域へさ

まざまな働きかけを行い、地域をあげて子どもたちを

育てていこうとする機運を盛り立てていく必要がある

と思います。ＰＴＡだけでなく、卒業生や地域の方、

学校・子どもたちのためにがんばろうという方をサポ

ーターとして学校活動に取り組んでいく、地域と一緒

に学校を運営していく、そういう仕組みをつくってい

きたいと思っています。

最後になりますが、みなさんには授業改善リーダー

として、教員の中心となり、将来の大田区を支える人

材を育てていただきたいと思います。

（教育長 清 水 繁）

教育長と授業改善リーダーとの懇談会

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上上をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
教育委員会では、安全面はもちろんのこと、学力の面からも安心して子どもたちを通わせられ

る区立小・中学校をめざして、「児童・生徒の学力向上」を最重点課題ととらえ、取り組みを進

めています。

今号では、平成２０年８月４日（月）に開催した、「児童・生徒の学力向上」をテーマとした教

育長と授業改善リーダーの代表との懇談会の内容を抜粋で紹介します。

教員の１０年経験者研修

朝読書の時間（羽田中学校）

各教科から小・中学校１名ずつの授業改善リーダーが懇談会に出席
し、教育長と盛んに意見を交換しました。
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さまざまな分野のパネリストを迎えての
パネルディスカッション

８月２７日（水）に開催された教育

委員会定例会において、平成２１・２２

年度に大田区立小学校が使用する教

科書の採択を行いました。

採択結果は下の表のとおりです。

教科書採択はおおむね４年に１回

ですが、小学校では学習指導要領の

改訂に伴う新課程が平成２３年度から

はじまるために、今回採択した教科

書は来年度から２年間使用されるこ

とになります。この２年間は、新し

い学習指導要領に基づいた新課程へ

の移行措置期間になります。

なお、移行措置期間中の新課程の

先行実施にあたり、教科書には記載

がない事項を指導する際に必要とな

る教材については、国の責任におい

て作成・配布されることになってい

ます。

問合先 指導室指導主事

ＴＥＬ５７４４－１４３５ＦＡＸ５７４４－１６６５

大森スポーツセンター、大田スタ

ジアム、多摩川緑地、区立小・中学

校、民間スポーツ施設など区内３６か

所を会場に区民スポーツまつりを開

催します。

各会場では区内スポーツ団体など

の協力により、さまざまなスポーツ

やレクリエーションを楽しむことが

できます。

体力測定で自分の体をチェックし

たり、いろいろなスポーツを体験し

たりしてみませんか？

会場やプログラムの詳細は大田区

報、区設掲示板などでご案内すると

ともに、ホームページにも掲載して

います。

ぜひ、ご家族そろって、ご参加く

ださい。

問合先

・大田区体育協会

ＴＥＬ５４７１－８７８７ＦＡＸ５４７１－８７８９

・社会教育課事業係

ＴＥＬ５７４４－１４４７ＦＡＸ５７４４－１５３９

Ｈ Ｐ http：／／www.city.ota.

tokyo.jp/event/sports

８月２３日（土）、大田区の産業の中

心であるものづくり（製造業）におい

て職場体験を推進することを目的

に、中学生ものづくり職場体験シン

ポジウムを池上会館で開催しまし

た。

シンポジウムには、製造業関係者

・保護者・教員・高等学校関係者な

ど、総勢２００名の参加があり、ものづ

くり（製造業）における職場体験を進

めるためには、安全面の配慮や従業

員の受入体制の整備、受入事業所の

拡大を一層進めていく必要があるな

ど、課題の共通理解を深めました。ま

た、製造業の発展と人材育成には密

接な関係があり、義務教育期のもの

づくり教育を一層推進する必要性や

地域で子どもたちを育てる重要性に

ついてなどの意見も出されました。

シンポジウムの最後には、御園中

学校２年、岩崎あかねさんの作文が

紹介され、職場体験を通して、仕事

の難しさやつらさ、責任、楽しさ、

そして自分自身の将来の目標などに

気づくことができたとの報告があり

ました。

問合先 指導室指導主事

ＴＥＬ５７４４－１４３５ＦＡＸ５７４４－１６６５

□スポーツ部門

�第２５回関東小学生男女ソフトボー
ル大会【女子３位】新宿ファイターズ

�第３５回東京都小学生男子ソフトボ

ール大会【優勝】オール徳持

�第２９回東京都小学生女子ソフトボ
ール大会【第２位】新宿ファイター

ズ【第３位】矢西ビクトリー

平成２０年６月２８日付で、教育委員

会委員長に�山美智子委員及び同職
務代理者に野口和矩委員が選任され

ました。

□平成２０年第５回定例会

・大田区教科用図書採択要綱の改

正について

□平成２０年第７回定例会

・平成２１年度使用教科用図書採択

資料報告

□日時 平成２０年１０月２９日（水）

平成２０年１１月２６日（水）

平成２０年１２月２４日（水）

□時間 いずれも午後２時からです。

□場所 本庁舎６階 教育委員会室

※予定が変更になる場合もありま

す。傍聴を希望される方は、あらか

じめ、下記までご確認ください。

問合先 庶務課庶務係

ＴＥＬ５７４４－１４２２ＦＡＸ５７４４－１５３５

体験活動を充実させるために、来

年度から移動教室などの実施方法を

次のように変更します。

自然体験が中心になる移動教室

は、子どもたちの自然への興味や関

心を高めるとともに、集団の規律や

秩序を守る態度を育てる貴重な場と

なっています。宿泊を通して、友だ

ち同士や先生との信頼関係をきずき

ます。 （写真は小池小学校）

問合先 学務課学校運営係

ＴＥＬ５７４４－１４２７ＦＡＸ５７４４－１５３６

１０月１３日（月）、体育の日に

第２５回大田区区民スポーツまつりを開催します。

平成２１・２２年度使用

小学校教科用図書採択の結果について
種別 平成２１年度から 平成２０年度まで

日 数 場 所 日 数 場 所

小学５年生 移動教室 ２泊３日 伊豆高原学園

小学６年生 移動教室 ３泊４日 休養村とうぶ ２泊３日 伊豆高原学園

中学１年生 移動教室 ３泊４日 野辺山学園 ２泊３日 休養村とうぶ

中学２年生 移動教室 （廃止） ２泊３日 野辺山学園

職場体験 充実 各事業所 ３日間以上 各事業所

平成２１・２２年度使用小学校使用教科用図書一覧

種目 発行者 教科書名

国語 光村図書出版 国語

書写 光村図書出版 書写

社会 東京書籍 新編 新しい社会

地図 帝国書院 楽しく学ぶ小学生の地図帳

算数 東京書籍 新編 新しい算数

理科 東京書籍 新編 新しい理科

生活 光村図書出版
せいかつ上 みんな だいすき
せいかつ下 みんな ともだち

音楽 教育芸術社 小学生の音楽１～６

図画工作 開隆堂

図画工作 にじのくれよん１・２上

図画工作 まほうのねんど１・２下

図画工作 えのぐのぼうけん３・４上

図画工作 光のおくりもの３・４下

図画工作 ゆめのパレット５・６上

図画工作 心のキャンバス５・６下

家庭 開隆堂 小学校�� わたしたちの家庭科

保健 学習研究社
新・みんなのほけん３・４年
新・みんなの保健５・６年

ものづくりのまち

体験活動の充実を図るために

教教育育委委員員会会のの主主なな議議題題

教教育育委委員員会会定定例例会会のの開開催催予予定定日日

教教育育委委員員会会委委員員長長等等のの選選任任ににつついいてて

表表 彰彰

おおたの子どもを育てるために

今回採択された小学１年生の教科書

中学生ものづくり職場体験シンポジウム

�山 美智子
教育委員会委員長

野口 和矩
同職務代理者

第２４回区民スポーツ大会
（大田スタジアム会場）

� 第９７号 平成２０年（２００８年）１０月１日おおたの教育
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